
9:15 開会の挨拶

9:20 厚生労働省ご挨拶

9:35 新たな神経変性疾患治療法の開発に向けて（1題50分の講演、10分の質疑）
座長：桑原 聡先生（千葉大学）
演者：中島 孝先生（新潟病院）
HAL

座長：高橋良輔先生（京都大学）
演者：高橋 淳先生（京都大学）
iPS細胞を用いたパーキンソン病治療に向けて

11:35 新たに特定疾患に指定された神経変性疾患（１）（1題25分の講演、5分の質疑）
座長：祖父江元先生（名古屋大学）
演者：森田光哉先生（自治医科大学）
PLS
演者：池田 学先生（熊本大学）
FTLD の特定疾患診断基準の要点と課題

12:35 昼食時間（1題5分程度：10分以内）
事務局連絡 ：安井建一
JaCALS ：祖父江元先生（名古屋大学）

ALS-FTD-Q ：渡辺保裕

JALPAC ：瀧川洋史

13:20 新たに特定疾患に指定された神経変性疾患（２）（1題25分の講演、5分の質疑）
座長：梶 龍兒先生（徳島大学）
演者：矢部一郎先生（北海道大学）
脊髄空洞症の診断基準及び最近の話題
演者：長谷川一子先生（相模原病院）
遺伝性ジストニア

14:20 タウ関連の話題（1題25分の講演、5分の質疑）
「進行性核上性麻痺及び類縁疾患を対象とした多施設共同コホート研究によるバイオマー
カー開発と自然歴の解明」班（研究代表者：池内健教授）との共同開催
座長：吉田眞理先生（愛知医科大学）
演者：豊島靖子先生（新潟大学）
４リピート・タウオパチーの神経病理の進歩

座長：池内 健先生（新潟大学）
演者：饗場郁子先生（東名古屋病院）
PSPおよびCBD/CBSの診断基準の問題点
演者：篠遠 仁先生（放射線医学研究所）
タウイメージングの話題

15:50 難病研究に関連する最新の動向
座長：中島健二
演者：武村真治先生（保健医療科学院）

16:05 閉会の挨拶

「神経変性疾患領域における基盤的調査研究」班
平成27年度連絡会議・ワークショップ

平成27年7月24日（金）
都市センターホテル 5F オリオン

テーマ：神経変性疾患診療の新たな展開に向けて
―神経変性疾患の新たな治療、新たに指定された特定疾患、

タウオパチー研究の進歩と課題―

「神経変性疾患領域における基盤的調査研究」班事務局（前日版）


